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問題と目的	

�  大学生の無気力の心理学的研究はWalters（1961）に端を
発し，日本において独自の発展を遂げてきた。 

�  しかし，スチューデント・アパシーという用語の提唱者
とされるwaltersにより指摘され，その後も言及され続け
ている無気力が男性優位であるという性差についての仮
説は実証的には検証されてこなかった。 

�  そこで，本研究では本仮説について領域全般的無気力お
よび領域固有的無気力（長内，2009）の両観点から検証
することを目的とした。	
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方法	

�  手続き　関東圏内の私立大学2校の講義時間を利用して学生に協
力を要請し，縦断的質問紙法を用い，全3回の調査を実施した。 

�  質問紙尺度　 
�  無気力状態測定尺度（長内，2011）：領域全般的無気力の測定のため
に用いた。 

�  意欲低下領域尺度（下山，1995）：学業領域における領域固有的無気
力（すなわち，スチューデント・アパシー）の測定のために用いた。 

�  調査参加者　一般大学生で質問紙に回答した117名のうち，3回の
調査における質問紙の項目すべてに回答に不備の認められなかっ
た85名を分析対象とした。性別の内訳は男性29名，女性56名であ
り，各学年の分布は，1年生66名(男性24名・女性42 名)，2年生18
名(男性4名・女性14名)，3年生1名	(男性1名・女性0名)であった。 
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※詳細は発表論文集でご確認ください。 



結果	

Table 1　各調査時期における無気力得点の性差	

�  Time 1〜Time 3における無気力状態測定尺度および意
欲低下領域尺度の記述統計量および平均値の差の検定
（t検定）の結果をTable 1に示す。 
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考察 
�  本研究の結果からは，いずれの調査時期においても性差
は認められず，領域全般的無気力および領域固有的無気
力の両観点から無気力の性差についての仮説は支持され
なかった。 

�  本研究の外的妥当性を検証し，仮説の実証的根拠に関す
る知見を蓄積していくことが今後の課題としてあげられ
る。	
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付記	

�  付記　本研究は「長内優樹（2015）無気力状態測定尺度
の再検査信頼性—大学生を対象とした縦断調査による検
証—　モチベーション研究,4,22-25.」に異なる分析を施
したものである。 

�  利益相反　本研究の実施にあたっては合同会社セカンダ
リー（英称：Secondary, LLC／所在地：東京都港区／代
表者：長内優樹）からの支援を受けている。		

�  このポスターは下記URLでご覧いただけます。 

�  https://www.secondary-jp.com/jaap2017/ 
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